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大型低温重力波望遠鏡 KAGRA は、岐阜県神岡の地下にある基線長 3 km のレーザー干渉計である。微弱な
重力波を地上の検出器でとらえるためには、あらゆる雑音源を想定して対策を施さねばならない。たとえば、干
渉計を構成する鏡の地面振動によるゆらぎも雑音となるため、KAGRAでは干渉計を地面振動の小さな神岡の地
下に設置し、かつ多段の防振系を用いることで対策している。また、鏡の熱雑音によるゆらぎも問題となるため、
メインの鏡を 20K付近まで冷却する。これらの雑音源はいわば原理的なもので、その対策は望遠鏡の仕様そのも
のであるが、いっぽう、実装後の実際の運用上に問題になるのが迷光雑音である。
重力波望遠鏡における迷光雑音は、いまだ解明されていない点が多く、世界的な重力波望遠鏡（アメリカの

LIGOや欧州の Virgoなど）でも、性能向上をはばむ課題の 1つとなっている。また、世界でいくつか提案され
ている次世代の重力波望遠鏡計画においても必ず問題となるであろうことが認識されている。一般に重力波望遠
鏡における迷光雑音は、主光軸に再結合してくる迷光の量のみならず、その相対位相の揺らぎが原因であり、特
に後者を低減するために、バッフルだけでなく光検出器にまでも防振が必要になる。
KAGRAでも迷光対策のため、光学バッフルやダンプはもちろん、いくつかの光学素子にはこのための防振機

構を用意している。本講演では、今年春のKAGRAの観測運転の直前に行われた迷光対策や、観測中に直面した
問題をふまえ、今後の対策や現行物のアップグレードの予定について報告する。


